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二
条
良
基
の
除
目
説
（
下
）

1

摂
関
家
説
の
伝
授
を
め
ぐ

っ
て
ー

小

川

剛

生

 
 
 
 
五
 

延
文
四
年
京
官
除
目
に
つ
い
て
の

一
考
察

 
 
 
 
 
 
1

 
延
文
三
年

(
=
二
五
八
)
十
二
月
二
十
九
日
、
二
条
良
基
は
在
任
十
三

年
に
及
ん
だ
関
白
を
九
条
経
教
に
譲

っ
た
が
、
同
時
に
内
覧
宣
下
を
う
け
、

大
閤
と
号
し

(後
深
心
院
関
白
記
)、
朝
政
に
積
極
的
に
関
与
す
る
姿
勢

を
明
確
に
し
て
い
た
。

 
こ
の
影
響
は
早
速
翌
年
三
月
の
縣
召
除
目
に
現
れ
た
。
内
大
臣
久
我
通

相
が
執
筆
を
勤
仕
し
た
が
、
良
基
は
、
入
眼
日
に
大
間
を
内
覧
さ
せ
る
よ

う
俄
か
に
要
求
し
た

(園
太
暦
 
五
月
十
九
日
条
 
通
相
書
状
)。
又
、

そ
の
前
に
、
通
相
に
自
説
を
授
け
よ
う
と
執
拗
に
持
ち
か
け
た
ら
し
い
。

『園
太
暦
』
同
年
三
月
二
十
三
日
条
に
、

 
 
前
関
白
頻
可
授
其
説
之
旨
有
気
色
、
而
代
々
用
家
記
説
有
自
称
、
不

 
 
及
伝
受
、
自
身
注
次
第
参
勤
云
々
、
累
家
猶
無
止
事
也
、

と
あ
る
。
通
相
に
は

『千
種
御
抄
』
の
著
が
あ
り
、
叙
位
除
目
に
つ
い
て

一
家
言
持
つ
人
物
で
あ

っ
た
か
ら
、
良
基
の
誘
い
を
き
っ
ぱ
り
と
は
ね
つ

け
た
の
で
あ
る
。

【関
係
者
系
図
】
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さ
ら
に
、
こ
の
年
冬
の
京
官
除
目
で
は
、
執
筆
の
人
選
以
下
の
事
を
め

ぐ
り
複
雑
な
動
き
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
は
当
時
の
良
基
の
北
朝
宮
廷
に
於

け
る
位
置
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
出
来
事
な
の
で
、
執
筆
の
決
定
か

ら
除
目
当
日
ま
で
の
経
過
を
、
『園
太
暦
』
お
よ
び
近
衛
道
嗣
の

『後
深

心
院
関
白
記
』
を
も
と
に
再
現
し
て
い
っ
て
み
た
い
。

 
十

一
月
七
日
、
後
光
厳
天
皇
は
右
大
臣
道
嗣
に
執
筆
を
命
じ
た
が
、
道

嗣
は
辞
退
し
た
。
そ
こ
で
天
皇
は
、
権
大
納
言
西
園
寺
実
俊
を
そ
の
役
に

あ
て
る
こ
と
に
し
た
。

 
実
俊
は
公
宗
の
嫡
男
、
母
は
日
野
名
子
で
あ
る
。
公
事
に
不
案
内
な
こ

と
で
は
定
評
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
い

(後
愚
昧
記
 
貞
治
二
年
正
月

七
日
条
ほ
か
)。
し
か
し
天
皇
の
寵
は
厚
か
っ
た
。

 
早
く
父
を
喪

っ
た
実
俊
に
種
々
後
見
を
加
え
て
い
た
の
は
洞
院
公
賢
で

あ
っ
た
。

一
女
を
実
俊
の
室
と
し
て
い
る

(園
太
暦
 
貞
和
元
年
三
月
十

六
日
条
)。
公
賢
は
こ
の
年
既
に
六
十
九
歳
で
、
四
月
に
出
家
し
て
空
元

と
号
し
て
い
た
。

 
十

一
月
二
十
二
日
、
道
嗣
は
公
賢
の
息
実
夏
か
ら
伝
え
ら
れ
る
旨
が
あ
っ

た
。
『後
深
心
院
関
白
記
』
に
、

 
 
京
官
除
目
来
廿
八
日
云
々
、
執
筆
西
園
寺
大
納
言
可
勤
仕
云
々
、
就

 
 
之
洞
院
大
納
言
種
々
有
被
命
旨
、
不
甘
心
之
趣
也
、
西
園
寺
可
受
入

 
 
道
相
国
之
説
云
々
、
然
者
弥
不
可
被
胎
所
存
欺
、
所
詮
彼
父
子
不
快

 
 
之
間
於
事
如
此
歎
、
莫
言
々
々
、
凡
者
西
園
寺
以
外
未
練
之
仁
也
、

 
 
勤
仕
甚
不
審
、
但
累
家
之
余
慶
不
能
左
右
歎
、

と
見
え
る
。
実
夏
は
、
女
婿
道
嗣
に
対
し
て
、
実
俊
に
除
目
説
を
教
授
す

る
よ
う
に
求
め
た
ら
し
い
。
道
嗣
は
公
賢
が
な
す
べ
き
事
だ
、
と
不
快
感

を
露
わ
に
し
て
い
る
。

 

二

日
後
、
今

度

は
公
賢

の
書

状
が

到
来

し

た
。
実
俊

は
公
賢

の
説

を
受

け
る

と
は
言

っ
て

い
る

が
、
今

な

お
無

沙

汰

で
あ

る
。
除

目

ま

で
も
う

日

数

が

な

い
。

公
賢

の
邸

で
習
礼

を
行

う

か
ら

ど
う

か
来

て
欲

し

い
、

と

い

う

内
容

で
あ

っ
た
。

道

嗣
は
気

乗

り
し
な

い
ま
ま

に

「
随
事

躰

可
構

試
之

由

」
を

答

え
た

の
み

で
あ

っ
た
。

 

十

一
月

二
十

五

日
、

漸

く
実

俊

は

公
賢

の
も
と

に
来

て
、

「
除

目

事
不

審

条

々
」

に

つ
き
質

問

し

て
帰

っ
て

い

っ
た
。

心
配

し
た

公
賢

は

二
十
九

日

に
、

「
京

官

除
目

執
筆

作

法
次

第

一
巻
」

を

わ
ざ

わ
ざ

作
成

し

て
贈

っ

た

の
で
あ

る

(園
太

暦
)
。

 

と

こ
ろ
が

、
十

二
月

二
日

に
な

っ
て
実

俊

は
公
賢

に
意

外

な

こ
と
を
知

ら
せ

て
来

た
。

 

 

二
条

大

閤

口
伝

等
少

々
可

示
給

候
、

可
入

来
之
由

被

送
状

候
之

間
、

 

 
可

罷
向
歎

之
旨

思
案

候
、

然
而

未
存

定
候

、

良

基
が
実

俊

に
、
除

目

の
説

を
授

け

て
や

る
と
誘

い
を

か
け
た

の
で
あ

る
。

公

賢

は
、

 

 

二
条
辺
御

問
答

承
悦

候
、

何
様

二
も

真
実

御
習
礼

以
前

、

一
両

度

も

 

 
申

承
之
条

可
然

候
哉

、

な
ど

と
返
答

し
た

が
、
内

心
頗

る
穏

や

か
で

は
な

か

っ
た

。

し

か
し
同

五

日
、
実

俊

は
良
基

の
許

に
向

い
、
除

目

の
説

を
教
授

さ
れ

た
。

 

そ

の
日

の
晩
、
実

俊

は
洞
院

家

の
除
目

習
礼

に
現

れ
た

。
公

賢

は
さ

す

が

に
実
俊

の
無

節

操

な
態

度

に
辟

易

し

た
ら

し
く

、

『園

太

暦
』

に
こ

こ

に
到

る
ま

で

の
経
過

を

ぶ
ち

ま
け

た
。
長

文

な

の
で
、
記

事
前

半

の
内
容

を
要
約

し

て
示

す
。

 

実
俊

は
公

賢

の
除

目
説

を
受

け

る
事

を
懇
望

し

た
が
、

公
賢

は
当

初
出

家

の
身

で
あ

る
事

を
揮

っ
た
。

そ

こ

で
道

嗣

に
実
俊

の
指

導

を
委

ね
る

こ
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と

を
考

え

た

が

(
『後

深

心
院

関
白

記

』

に
見

た
通

り

)

よ

い
返
事

が

な

い
の
で
、

女
婿

の
前
関

白

一
条
経

通

に
付

け

て
、

一
条
邸

で
習
礼

を
さ

せ

よ
う

と

し
た
。

そ
れ

で
も
実

俊

は
、
公

賢
が
簾

中

で
意
見

を
述

べ
、

実
夏

が
沙

汰

す
れ
ば

洞
院
家

で
習

礼
を

行
う

の

に
子
細

な
し

と
願

い
、
経

通

も

京
官

の
執
筆

を

勤

め
た

こ
と
が

な

い
の
を
理
由

に
断

っ
て
き

た

の
で
、

や

む

な
く
公

賢

は
自

邸

で
習
礼

を
行

う

こ
と

に
決

し

た

と

い
う

の

で
あ
る
。

 

そ
ん
な

や
り

と
り
が

交

わ
さ

れ
て

い
る
間

に
、
良

基

が
実
俊

に
自

説

を

授

け
よ
う

と
も

ち

か
け
た
。

良
基

の
割

り
込

み

に
公

賢

は
憤
愚

や

る
か

た

な

か

っ
た
が
、

そ

こ
に
は
別

に
後

光
厳

天
皇

の
意
向

が
働

い
て

い
た
と

い

う

の
が
、

公
賢

の
推
測

で
あ

る
。

 
 

而
向

二
条
前

関
白
之
条

、
頗
不
得
其

意
之
由

、
内

々

一
条
所
存
歎

云

々
、

 
 

為
時
宜

之

上
者
無

力
事

欺
、

二
条

此
間
対

諸

人
之
所

存

、
皆

以
称
弟

 
 

子
褒

美
、
無

其
儀

人
事

軽
慢
也

、

就
中
今

度

此
卿
執

筆

以
外
訥

諦

、

 
 

就
其

主
上

御
贔
屓

之
余

、
可

向
彼

辺
之

旨
被
仰

欺
、

是

愚
推
也

、

実
俊

は

「
以

て

の
外

の
未
練

の
仁

」

で
あ

っ
た
。
先

達

の
指

導
宜

し
き

を

得

な
け

れ
ば
、

到
底
執

筆

の
役

を
勤

め
お

お
せ
ら

れ
な

い
こ
と

は
誰

の
眼

に
も
明

ら

か
で
あ

っ
た
。

 

こ

の
頃

の
良

基

と
西
園
寺

家

の
関
係

を
窺

う

べ
き
史
料

は
乏

し

い
が

、

実
際

に
失

態
が

あ
れ
ば

、
良

基

は

い
よ

い
よ
激

し

く
実
俊

を
嘲

弄

す
る

に

違

い
な

い
。
大

閤

の
良

基

か
ら

そ

の
よ
う
な
諦

り

を
受

け

る
の

は
、

公
事

に
無

能

と

い
う

烙
印

を
押

さ
れ

る

に
等

し
く

、
大
臣

を

目
前

と
し

た
実
俊

の
前

途

を
阻

み
か

ね
な

い
の

で
あ

る
。

 
本

来
実

俊

は
公
賢

の
指

導
を
仰

ぐ

べ
き
立

場

に
あ

っ
た
。

し

か
し
、

後

光

厳

は
こ
れ

ら

の
事

情
を

勘
案

し
、
公

賢

の
気
持

ち
を

ふ

み

に
じ
る

の
を

承
知

で
、

敢

て
実
俊

を
良
基

の
も
と

に
向

か
わ

せ
、
そ

の
説

を
受

け
さ

せ

た

の

で
あ
ろ
う

。

こ
れ

に
良

基

が
甚

だ
満

足

で
あ

っ
た

こ
と
は
想

像

に
難

く

な

い
。

 
道

嗣

が
実
俊

へ
の
伝
授

に
甚
だ

消
極

的

だ

っ
た

の
も
、
も

し
自

説

を
授

け

て
実
俊

が
失

態

を
犯

せ
ば

、
良

基

の
恰
好

の
攻

撃
材

料

と
な

り
、
自

分

に
も
難

が
及
び

か

ね
な

い
と
判
断

し

て

い
た

か
ら

で
あ
ろ
う

。

 

一
連

の
ご

た
ご

た
が
、

老
病

で
弱

っ
て

い
た
公

賢

の
神
経

を

い
か

に
苛

立

た
せ

た

か
は
察

す
る

に
余

り
あ

る
。

ま

た
後
光

厳
朝

の
複

雑

な
人
間

関

係
を

垣
間

見

さ
せ

る

に
十

分

で
あ

る
。
良
基

は

「諸

人

の
所
存

に
対

へ
て
、

皆
以

て
弟

子

と
称

し
褒

美

す
、
其

の
儀

無

き
人

の
事
軽
慢

」

す

る
と
非

難

さ

れ

て

い
る

が
、
十

二
年
後

の
応

安

四
年

に
も
、

後
光

厳
院

の
御

前

で
内

大
臣

勧
修

寺
経

顕

の
作
法

を
散

々

に
嘲

弄

し
た
。

勧
修
寺

流

は
代

々
摂

関

家

の
家

礼

で
あ

っ
た

が

(
吉

口
伝
)
、

経

顕

は
転

法
輪

三
条

公

忠

の
教

え

を
請

い
、
拝
賀

次
第

を
授

け
ら

れ
た

か
ら

で
あ

る
。
恐

ら
く
後

光

厳

に
は
、

自
説

に
従

わ

な

い
公
家
を

「
軽
慢

」

す

る
良

基

の
性
癖

に
困

惑

さ

せ
ら

れ

た
経

験

が
何
度

も
存

し

た

の
で
あ
ろ

う
。

 

そ
れ

に
し

て
も
、

公
賢

に
弾
指

さ

れ

る
程
、
良

基

が

「
自

説

の
売

り
込

み
」

に
熱

心

で
あ

っ
た
理

由

は
何

で
あ

ろ
う

か
。

実
俊

は
以

前

か

ら
公
賢

に
師

礼

を

と

っ
て

い
た
。

そ

こ

に
良

基
が

割
り

込
む
為

に
は
、

相
当

の
自

信

と
実
績

が

な
け

れ
ば
不

可
能

で
あ

ろ
う
。

前

に
久
我

通
相

に
触

手

を
伸

ば

し

て
失

敗

し
た

一
件

に
も
触

れ
た

が
、

た
し

か

に
こ

の
頃

の
良
基

は
多

く

の
公
家

を
自

説

に
従

わ
せ

よ
う
と

し

て

い
た

ら
し

い
。

そ
れ

が
、
有

職

家

と
し

て

の
権

威

を

一
層

高

め
る

こ
と

に

つ
な

が

る
の
は

い
う

ま

で
も

な

い
。

そ

し

て
、
良

基
以
前

の
摂

関

に
は
、

こ

の
よ
う

に
自
説

の
伝
授

に
積

極
的

で
あ

っ
た
人

は

お
ら
ず
、

摂
関

と
公

事

と

の
関
係

の
、

新

た

な
展
開

と

し

て
も
注

目

に
値

し

よ
う
。
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こ

の
京
官

除

目

で
も
、
間

接

的
な

が
ら

良
基

の
除

目

の
説

と
公
賢

の
批

判

を
確
認

で
き
る

の
で
、

い
さ

さ

か
考
察

を
加

え

て
み

た

い
。

 

こ
の
除

目
は

一
夜

の
儀

で
、
十

二
月

九

日

に
行

わ

れ
た
。
良
基

も
参
内

、

実
俊

を
扶
持

し

た
。

翌
日
実

俊

は
公
賢

に

「
除

目
無
為

果
遂

、
為

芳
恩

之

至
極

云

々
」
と

教
命

の
恩

を
謝

し
、

つ
い
で
大

間
と
成

文

を
送

り
、
疑

問

点

を
尋

ね
て
き

た
。

そ

の
中

に

「
相
博

尻
付

春

季

二
可
被

注
事

」
と

い
う

一
条

が
あ

っ
た

。

 

ま
ず
、
申

文

を
引

用
す

る
。

 
 

 
 

可
勘

合
否
鼎
鴨
徹
徽
綿
蓮
韓
鵬
藤
耕
需
泳
醍
舗
服
嗣
ボ
鴫

 
 

 
従

七
位

上
藤
井

宿
禰

房

永

 
 

 
 
 

望

越
中

目

 
 

 
従

七
位

上
藤
井

宿
禰

春

季

 
 

 
 
 

望

阿
波

目

 
 

右
去

文
和

三
年

給
、

以
件

房
永
請

任

阿
波

目
之

処
、

依
身
病

不
能

著

 
 

任
、

畏
当

年
給

、
去

三
月

以
件

春
季

、
錐

申
任

越
中

目
称

非
本

望
、

 
 

 
 

〔籔
〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
虫

 
 

未
給
箴

府
、

而
彼

両
人

各
依

有
事

縁
、
令

相

博

・
国

、
共

可
赴

任
之

 
 

由
望

申
之

、
情
案

旧

貫
、
以
所

・
之
官

令
相

博
者

、

明
時

之
恒
規

也
、

 
 

然
者

早
以

彼
両

国
可
被

改

任
之

状
、

所
請

如
件

、

 
 

 
延
文
四
年
十
二
月
九
日
正
二
位
行
権
大
納
言
兼
陸
奥
出
羽
按
察
使
藤
原
朝
臣
実
継

実

継

は
文
和

三
年

の
当
年

給

で
阿
波

目

に
藤
井

房
永

を
申

任

し
た

が
、
房

永

は
病

に
よ

り
任
地

に
赴

か
な

か

っ
た
。

一
方

今
年

三

月

の
除

目

で
、

や

は
り
当
年

給

に
よ

り
藤
井

春
季

を
越

中
目

に
申

任

し
た

が
、
本

望

に
非
ず

と
称
し

て
任
符

の
受

け
取

り
を

拒
否

し

て

い
る
。

こ

の
両

名

は
所
縁

が
あ

り
、

お
互

い
の
任
国

を
交

換

し
た

い
と
希

望

し

て

い
る

の

で
、

と

り
は

か

ら

っ
て

い
た
だ

き

た

い
、

と

い
う
内

容

で
あ

る
。

 

こ

の
申

文
を

う

け

て
実

俊

は
大

間

に
次

の
よ
う

に
記

入
し

た
。

 
 

越
中

目
 

 
藤

井
房

永
蝦
擦
叢
腋
砺
欄
百
叡
靭
駈
解
給

 
 

阿
波

目
 

 
藤

井
春

季
蝦
瀬
叢
畷
礪
欄
厘
蛸
癬
儲
韻

公
賢

は

か
ね

て
実
継

の
申

文

を

一
見
し

て

お
り
、

こ

の
尻
付

は
公
賢

の
意

見

に
よ

る
も

の
で
あ

っ
た
。

し

か
し
良

基

は
こ
れ
を

見

て

「
不

可
然
、

只

與
某

相
博

、
定

事
也

、
其

外

不
可
載

委
細

」

と
命

じ
た
。

さ
ら

に
実
俊

に

そ

の
証
拠

と

し

て

「
尻
付

抄
本

」

な

る
も

の
を
示

し
た
。

 
 

此
上

勿
論

欺
、

但
彼

抄
自

解
事

歎

、
延
喜

有
例

之
鵬
被

示

云

々
、

三

 
 

年

・
十

三
年
有

此
尻

付

 
 
云

々
、
又

両
人
相

博
、
端

一
人
付

之
、

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

難
歎

 
 

奥

人
不
尻

付
、

是

又
彼
例

云

々
、

此
事
非

執
筆

仁
歎

、
彼

所
命

不
能

 
 

左
右

哉
、

す

な
わ

ち
、
房

永

の
方

に

の
み
、

 
 

越
中

目
 

 
藤

井
房

永
頸
懸
麟
春

と
尻
付

し
、
阿

波

目

の
藤

井
春

季

に
尻

付

は
必
要

な

い
、

と

い
う

の
が
良

基
説

で
あ

る
。

 
良

基

が

示

し
た

「
尻
付

抄
本

」

と

は
、

『
大

間
成

文
抄

』

と
考

え

ら

れ

る
。

巻

八

の

「
相
博

」

の
項

に
左

の
如

く
あ

る
。

[寛
平
十
二
] 

玄
蕃
大
允
正
七
位
下
藤
原
朝
臣
善
基
與
多
治
高
助
相
替
 
 
[時
平
]

 
 
 

 
 
 

伊
賀
橡
従
八
位
下
多
治
真
人
高
助
韻
糠
原
善
基
相

[延
喜
二
] 
 

中
務
少
主
鈴
従
七
位
下
長
零
宿
禰
利
用
鞭
柿
本
利
見
相
 

[同
]

 
 
 

 
 
 

肥
後
権
少
目
従
七
位
下
柿
下
朝
臣
利
見

[延
喜
十
三
春
]
木
工
権
少
属
従
七
位
下
勝
用
行

 
 
 
 
 
 
播
磨
権
少
目
従
七
位
下
秦
忌
寸
保
里
霧

用
行
相
替
 

買
寵
公
]

 
良
基
の
除
目
説
の
内
、
執
筆
の
進
退
は

『春
除
目
抄
』
に
忠
実
に
基
づ
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い
て

い
た

の
を
指
摘

し

た
が
、

尻
付

の
書
様

に

つ
い
て
も
、

や

は
り
良

経

の

『大

間
成

文
抄
』

を
尊

重
し

た
事

が
確
認

で

き
、
貴

重

で
あ

る
。

 
実

俊

は
良

基

に
教

え

ら
れ

た
通
り

に
尻
付

し

た
が
、

公
賢

は
承

伏

で
き

な

か

っ
た
。

わ
ざ

わ
ざ

「
相
博

尻
付
事

者
、

非
自
身

失
欺

」

と

こ
と

わ

っ

て

い
る
。
公

賢

は
こ

こ
で
も
良
基

の
説

に
対

し

て
、
遥

か
な
古

儀

を
尊

重

す

る
あ

ま

り

に
近
代

の
慣

例

か
ら
逸
脱

す

る
違
和
感

を
覚

え
た

か
ら

で
あ

ろ
う
。

 
十

二
日

に
、
実
俊

は
謝

礼

と
し

て
公

賢

に

「
蟷
螂

一
疋
」

を
贈

り
、

さ

ら

に
除

目
執

筆
を
賀

す

る
勅
書

と
良
基

書
状

を
示

し
た

。
良

基

は
、

 

 
京

官
初

度
儀
無

為
、

朝
家
慶

候
、

就
中

御
右
筆

毎

事
周
備

、

云
御

進

 

 
退

云
大

間
面
、
無
違
失

之
条

、
令
悦

眼
外

無
他

候
、

折
節

砥
候

簾
中

、

 

 
本

望
此

事
候
、

と

、

ま
ず
実

俊
を
褒

め

ち
ぎ

り
、

問
題

と
な

っ
た
相
博

尻
付

に

つ
い
て
も

「相

博

尻
付

事
、
延

喜
以

来
度

々
相
叶

古
賢

所
存

候
欺

、
其

興
候

」

と
述

べ
、
実

俊
が
自

説

に
従

っ
た

こ
と

に
深

い
満

足
感

を
表

し

て

い
る
。

 
十

七

日

に
、

公
賢

へ
勅
書

が

も

た
ら

さ

れ
た
。

「
京

官
除

目

井
執

筆

調

諌

、
御

感
之

由
」

を
伝

え
る
も

の

で
あ

っ
た
。
公

賢

の
感
情

を
気

に
し

て

の
慰

問

で
あ

ろ
う

。

さ
す

が

に
公
賢

も

返
書

で
は
、

「
心

ハ
か
り

は
繊

芥

を

の

こ
し
候

ハ
す
、

伝
受

の
心

ち

に
て
候

し
程

二
、

そ

の
た
ひ

の
無
為

身

に
と

り
候

て

ハ
、
老

後

の
眉
目

な
る

心
ち

と
て
、
前

博

陸
も
参

会

せ

ら
れ

て
、

な
を

さ
り
な

く
扶
持

候

け
る
よ

し
承
候

程

に
、

か
た

く

心

や

す
く

よ

ろ

こ

ひ
存

候
、
」

と
穏

や

か
に
述

べ
て

い
る
。

 

こ

の
京
官

除
目
執

筆

を
め

ぐ
る
動

き
を
通

観

し

て
思

う

の
は
、

こ

れ
ま

で

一
世

の
有

職

と
仰

が

れ
た
洞
院

公

賢

の
影

響
力

の
終

焉

で
あ

る
。
実

俊

も

最
終

的

に
は
良

基

に
靡

い
た

の
で
あ

る
。

こ
こ

に
至

っ
て
良
基

は
朝

廷

内

で
公
賢

に
か
わ
る
立

場
を
占

め
た

と

い

っ
て
よ

い
。
公
賢

の
莞

去

は
四

ヶ

月
後

に
迫

っ
て

い
た
。

六
 

お
わ
り
に

 

 

 
 

 
 

1

 

近
年

の
良

基
研
究

は
、

彼
が

必
ず

し
も

心
底

か
ら

公
家

文
化

の
伝

統

を

死
守

し
よ
う

と

し
た
人

で
は
な

く

て
、
新

興

の
武

家
勢

力

の
意

を
迎

え
ん

と
す

れ
ば
、

公
家

の
伝
統

や
故
実

を
無

視

す

る
の
も
敢

え

て
辞

さ

な

か

っ

た
、

旧
儀
破

壊
者

の
面

を
重
く

見

る
よ
う

で
あ

る
。

 

但

し

こ
れ
は
、
良

基

の
言
動

に
対

す

る
批

判

の
横

溢
す

る

『
園

太
暦

』

『
後

深

心
院
関

白

記
』

『
後

愚
昧

記
』

を
利

用

す
れ

ば
、

必

然
的

に
得

ら

れ
る
結

論

で
も
あ

る
。
記

主

た
ち

は
深
く

故
実

に
通

じ

て
お

り
、

い
ず

れ

も
南
北

朝
時

代

の
名

記

と
称
し

て
恥

じ
な

い
が

、

こ
と
良

基

に
関

し

て
は

公

平

を
欠
く

の
は
避

け

ら
れ
な

い
。

主

と
し

て
批

判
者

の
側

の
史
料

に
依

拠

し

た

こ
れ
ま

で

の
伝
記

研
究

と
、

そ

こ
か
ら

導
き
出

さ

れ

た
故
実

不

案

内

・
旧
儀
破

壊
者

と
す

る
見
解

は
あ

ま

り

に

一
方

的

で
あ

り
、

再
考

の
余

地

が

あ

ろ
う
。

『園

太

暦
』

に
よ
れ

ば
、

良

基

の
除

目
説

は
僻
案

・
異

様

と
見

え

て
し
ま
う

が
、
公

賢

の
批
判

は
、

か

つ
て

の
摂

関

家
説

と
花

園

説

と

の
対

立

の
次
元

を
基
本

的

に
は
越

え

て
お
ら
ず

、
良

基

の
失

策

を
的

確

に
突

い
て

い
る

と
は
言

い
難

い
面
も

あ

る
。

 

本
稿

で
縷

説

し
た
通

り
、
良

基

の
執
筆

作
法

と
大

間
書

様

に

は
、

と
も

に
九
条

流

の
家
説

を
墨
守

す

る
姿
勢

が
鮮

明

で
あ

っ
た
。

ま

た
、

父
道

平

の
先
躍

を
重

視

す
る
意
識

も
強

い
よ
う

で
、
良

基

に
と
り

道
平

が

か

な
り

大

き

な
存
在

で
あ

っ
た
点

が
改

め

て
浮

か
び
上

が

る
。

 

南
北

朝
時

代

に
屹
立

す

る
二
人

の
公
家

政
治

家
、

二
条

良

基

と
洞
院

公
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賢

の
対
立

関
係

、
ま
た

は
そ

の
公
事
説

の
相
違

を

正
し
く
把

握

す
る

に
は
、

本
来

な

ら
ば
彼

ら

と
同
様

の
深

甚
な

る
知

識
を

必
要

と
し

よ
う
が

、

一
知

半
解

で
あ
る
事

を
承

知

し

つ

つ
、

こ

の
点

を
ま
ず

考
察

し

て
み

た

い
。

 
良

基

が
拠

っ
た

『
大

間
成

文

抄
』

『春

除

目
抄

』

は
、
建

久

年
間

の
編

纂

で
あ

り
、
実

例

と
し

て
引

か
れ

た
諸

申

文

・
大
間

・
記
録

類

は
、
前

者

が

昌
泰

元

年

(
八
九

八
)
1

建

久

七
年

(
=

九

六
)
、
後

者

が
長

徳

二

年

(九

九
六

)
1

建

久

七
年

(
二

九
六

)

の
期
間

に
、

そ
れ
ぞ

れ
属

す

る

も

の
で
あ

る
。

 

つ
ま

り
、
良

経

の
除
目

抄

は
延
喜

・
天

暦
以
後

、

ほ
ぼ
摂

関
家

の
最

盛

期

を
規
模

に
し

て

い
る

の

で
あ

る
。

こ

れ
は
良

基

の
志

向

と
も
重

な
り

合

う
。

良
基

は
、

道
長

・
頼

通

・
師

実

と

い

っ
た

、
偉
大

な
先
祖

た
ち
を

強

く
意

識

し
、

そ

の
執

政
を

理
想

と
し

た
が

、
と

り
わ

け
除
目

に
就

い
て
は

摂
関

家

の
説

を
継
承

し

て

い
る

こ
と
に
強

烈
な
自

負

を
抱

い
て

い
た
。
自

ら

亘

法
成
寺
入
轟

長
以
来
+
四
五
代
の
除
唄

相
続
し
て
執
筆
を
勤

仕

す

る
条

於
干

今
者

愚

翁

計
也

」

と
述

べ
て

い
る
。

良

基

の
、
「
如

所

存

興
行

公
事

」

と

い
う

願
望

は
、
摂

関
家

全
盛

期

の
執
柄

た

ち

の
業

績

に
対

す

る
敬
慕

の
念

と
不

可
分

で
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ

る
。

 
良

基

の
除

目
執
筆

作
法

は
良

経

の
除
目
抄

に
示

さ
れ
た
古
儀

を

遵
守

せ

ん

と
す

る
も

の
で
あ

っ
た
。
大

間

の
ス
タ
イ

ル
も
尚
古

風

と
言

っ
て
よ

く
、

そ

の
た

め
異
説

と
見

ら

れ
た

の
で
あ

る
。

他

の
朝

儀

に
於

い
て
も
、
良

基

に
は
、

正
儀

を
尊
重

す

る
余

り
、
朝

廷

の
実

情

や
近
代

の
慣

習
を

軽
視

す

る
性

急

さ
が

し
ば

し
ば
見

ら

れ
た
。

こ
う

い
う

良
基

の
尚
古

主
義

は
、

公

賢

に
対

し

て

「
流
布

除
書

少

々
相
違

大
間

之
本

見
及
事

候

き
、
奇

異
事

候

哉

」

と

い
う
謙

遜
を

、
実

俊

に
対

し
て

「
延
喜

以
来
度

々
相

叶
古

賢
所

存

候
歎

、

其
興
候

」

と

い
う
賞
賛

を
吐

か

せ
た

の
で
あ

っ
た
。

 

こ

れ

に
対

し
、

公
賢

は
、
有

職
故

実

に
通
ず

る

と
と
も

に
、
多

方

面

に

亘

る
諮

問

に
即
応

し

て
的

確

な
先
例

を
引

き
出

す
聡

明
さ

も
持

ち
合

わ

せ

た
こ

と

で
、

両
統

か
ら
重

用

さ
れ

て
き

た
宿
老

で
あ

る
。
彼

の

『魚

魯
愚

紗

』

は
当
時

の
あ

ら

ゆ
る
除

目
説

を
網
羅

し

た
大
著

で
あ

り
、

単
純

に
比

較

は
出

来
な

い
が

、
花

園
説

は
院
政

期

の
発
生

で
あ

り
、

そ

こ

に
引

か

れ

た

任
例

は
鎌
倉

期

に
重
点

が

お

か
れ
、
実

泰

・
公
賢

二
代

の
執
筆

例

も
豊

富

で
あ

る
。

 

従

っ
て
近
代

に

は
そ

の
例

を
見

な

い

「
内
給

一
分

代
内

舎

人

」

「
子
息

二
合

任
衛

門

尉
」

「
相

博

尻
付

」
な

ど

を
次

々
と
張

行

す
る
良

基

に
、
後

二
条
院

以
来

七
代

の
朝

に
歴
仕

し

た
公
賢

が
不
審

と
反
発

を
抱

く

の
も
当

然

で
あ

ろ
う

。
両
者

の
意

見

の
参
差

は
、

お
よ

そ

こ
の
よ

う
な
事

情

に
起

因

し

て

い
る
と
見

る

べ
き

で
、

良
基

の
説
自

体

は
決

し

て
誤

り

と

は

い
え

ず

、

む
し

ろ
摂

関
家

説

を
よ

く
体
現

し
得

て
い
る

の
で
あ

る
。

さ
ら

に
言

え

ば
、
良

基

が
若
年

期

か
ら
自

ら

の
持
論

と
す

る
古
儀

復

興
を

単
な

る

王

朝

盛
代

へ
の
憧

憬

に
終

わ
ら

せ
ず
、

公
賢

ら

の
反
感

を
も

の
と

も

せ
ず

に

実

地

に
示

そ

う

と
し

て

い
た

と

こ
ろ

に
、

強

い
興
味

を

抱

か
せ

る

の

で

あ

る
。

 

 

 
 

 

 
2

 

と

こ
ろ

で
そ

の
公
賢

で
す

ら
、

一
条
経

嗣
が

吉

田
兼

敦

に
語

っ
た
と

こ

ろ

に
よ
れ
ば

、
除

目
執
筆

十
数

度

に
及

ん

で
な

お
過
失

を
犯

し

た

の
で
、

つ
い
に
は
永

く
執
筆

を
断

念

し
た

と

い
う

(吉

田
家

日
次

記
 

応
永

十
年

正

月
十

日
条

)
。

こ

と
ほ

ど

さ
よ

う

に
除
目

の
執

筆

と

は
困

難

を
伴

う

も

の
で
あ

り
、

若
年
者

の
場
合
、

な

お
さ

ら
先
達

に
扶
持

さ

れ

る

こ
と
が
求

め
ら

れ
た
。

 

春
秋

除
目

の
執
筆

は
、

清
華

家

以
上

の
公
家

が
勤

め

る
の
が

常
儀

で
あ

6



る
。
摂
関
家
の
場
合
、
関
白
就
任
以
前
と
い
う
条
件
も
あ
っ
て
、
比
較
的

若
い
頃

に
廻

っ
て
く
る
。
こ
の
時
代
、
除
目
執
筆
を
勤
め
て
い
な
い
者
は

摂
関
の
資
格
な
し
と
さ
れ
る
こ
と
さ
え
あ

っ
た
。
『康
富
記
』
応
永
二
十

五
年

(
一
四
一
八
)
十

一
月
十
八
日
条
、

一
条
経
嗣
が
関
白
在
任
中
に
莞

去
し
た
記
事
の
中
に
、

 
 
関
白
事
鷹
司
殿
前
右
府
御
所
望
云
々
、
是
又
御
理
運
之
段
勿
論
也
、

 
 
或
説
、
右
府
、
叙
位
除
目
執
筆
未
令
勤
給
之
問
、
殿
下
事
如
何
哉
云
々
。

と
あ
る
。
右
大
臣
鷹
司
冬
家

(五
十
二
歳
)
は
年
齢
か
ら
し
て
も
最
後
の

機
会
で
、
後
任
を
懇
望
し
て
い
た
に
も
係
わ
ら
ず
、
執
筆
を
勤
め
て
い
な

か
っ
た
事
が
障
害
と
な
り
、
つ
い
に
摂
関
に
な
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

 
清
華
家

の
場
合
も
、
除
目
執
筆
が
、
廷
臣
と
し
て
の
能
力
を
試
さ
れ
る

と
い
う
事
情
は
同
様
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
延

文
四
年

の
西
園
寺
実
俊
の
如
く
、
本
来
花
園
説
に
拠
る
べ
き
閑
院
流
の
諸

家
が
、
摂
関
家
の
除
目
説
を
受
け
る
現
象
で
あ
る
。
さ
す
が
に
閑
院
嫡
流

の
転
法
輪
三
条
家
は
室
町
後
期
に
も
家
説
を
維
持
し
て
い
た
が
、
分
家

の
正
親
町
三
条
家
は
、
実
豊
が
嘉
慶
元
年

(
=
二
八
七
)
正
月
二
十
八
日
、

縣
召
除
目
執
筆
を
勤
め
た
際
に
良
基
の
説
を
受
け
、
爾
来
こ
の
家
の
人
は

二
条
家

の
説
に
従

っ
た
。
『実
冬
公
記
』
同
年
正
月
七
日
条
に
、
転
法
輪

三
条
実
冬
が
黒
戸
に
於
い
て
良
基
と
交
わ
し
た
興
味
深
い
公
事
に
関
す
る

言
談
が
い
く
つ
か
記
さ
れ
て
い
る
。
問
答
は
実
冬
の
襲
祖
実
房
の
事
に
及

ん
だ
。

 
 
此
座
趨
旙
)府
ハ
大
有
職
也
・
人
称
其
説
閉
口
云
々
・
(雌
諺
イ
カ
程
候

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実継
公

 
 
ヤ
ラ
ン
、
予
云
、
被
自
抄
物
等
所
持
也
、
被
尋
云
、
正
親
町
前
内
府

 
 
モ
相
伝
歎
、
申
云
、
此
記
ハ
疏
流

一
切
不
可
持
、

正
親
町
三
条
家
に
於
け
る
実
房
の
日
記

『愚
昧
記
』
の
所
在
を
尋
ね
て
い

る
裏
に
は
、
実
豊

へ
の
除
目
説
伝
授
を
控
え
、
探
り
を
入
れ
た
と
も
解
せ

る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
花
園
説
の
大
成
者
で
あ
る
実
房
に
対
す
る
良
基
の

意
識
が
痛
い
ほ
ど
感
じ
ら
れ
る
記
事
で
あ
る
。

 
良
基
の
実
子
成
恩
寺
関
白

一
条
経
嗣

(
=
二
五
八
～

一
四

一
八
)
は
や

は
り
有
識
抜
群
と
謳
わ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
た
め
、
さ
ら
に
事
態
は
進
展

し
、
徳
大
寺
公
俊

・
西
園
寺
実
永

・
洞
院
実
信

・
正
親
町
三
条
公
雅
ら
が

こ
ぞ

っ
て
そ
の
弟
子
と
な
り
、
除
目

・
節
会
以
下
の
枢
要
な
公
事
説
を
授

け
ら
れ
て
い
る
。

 
こ
の
よ
う
に
南
北
朝
前
後
か
ら
、
閑
院
流
の
諸
家
が
花
園
説
な
ど
の
家

説
を
捨
て
、
摂
関
家
の
説
に
従
う
現
象
が
起
き
、
し
か
も
そ
れ
は
主
と
し

て
摂
関
家
の
側
の
働
き
か
け
で
行
わ
れ
て
い
る
。
摂
関
家
は
既
に
外
戚
で

な
く
な
っ
て
久
し
く
、
そ
の
権
威
を
低
落
さ
せ
て
い
た
の
は
今
更
述
べ
る

ま
で
も
な
い
が
、
彼
ら
は
公
事
有
職
の
指
導
者
と
な
る
方
面
に
活
路
を
求

め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
鎌
倉
期
の
摂
関
に
も
、
例
え
ば

(上
)
で
触
れ
た

鷹
司
基
忠
と
洞
院
実
泰
の
如
き
師
弟
関
係
は
見
い
だ
し
う
る
が
、
良
基
ほ

ど
公
事
の
説
の
伝
授
に
積
極
的
で
あ
り
、
か
つ
最
も
よ
く
そ
の
効
果
を
知

っ

て
い
た
人
は
い
な
か
っ
た
。

 
後
年
、
将
軍
足
利
義
満
の
公
事
有
職
の
師
範
を
良
基
が
買
っ
て
出
た
下

地
は
、
既
に
準
備
さ
れ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
康
暦
元
年

(
一
三

七
九
)
正
月
、
義
満
は
白
馬
節
会
を
良
基
の
手
引
き
で
見
学
し
て
か
ら

(迎
陽
記
)、
公
事
に
強

い
関
心
を
抱
き
、
良
基
の
懇
切
な
指
導
を
受

け
て
永
徳
二
年

(
=
二
八
二
)
の
元
日
節
会
に
内
弁
と
し
て
参
仕
し

(荒

暦
)、
以
来
節
会
の
内
弁
を
勤
仕
す
る
事
十
九
度
に
及
ん
だ

(福
照
院
関

白
記
 
応
永
十
年
十

一
月
十
五
日
条
)。
義
満
が
故
実
典
礼
に
や
か
ま
し

い
公
家
社
会
に
進
出
し
て
、
あ
れ
程
速
や
か
に
朝
政
を
墾
断
出
来
た
の
は
、
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一
つ
に
は
良
基

の
こ
の
方
面

の
指
導

宜

し
き
を

得

た
故

と
さ

れ

て

い
る

。

さ

す
が

に
叙
位

除
目

の
執
筆

を
勤

め
る

こ
と

は
な

か

っ
た
が
、

永
徳

三
年

三

月

二
十

六
日

、
良
基

の
直
盧

で
義

満

が
縣
召

除
目

を
見

物

し

て

い
る
事

実

は
注

目
さ
れ

る

(荒

暦
)
。

 

こ

の
よ
う
な

把
握

は
あ
ま

り

に
も
常
識

的

に
過
ぎ

る

で
あ

ろ
う

が
、
良

基

の
血

脈

に
連

な

る
二
条

・
一
条
両

家

の
摂
関

に
於

い
て
は
殊

更

に
、
朝

幕

の
要
路

か
ら

有
職
故

実

の
師

表

と
し

て
仰

が
れ

る

こ
と
を
使

命

と
し

て

い
た
感

を
受
け

る
。

も
は
や
詳

述

の
余
裕

は

な

い
が
、
良

基

の
除

目
説

は

二
条

・
一
条

に
各

々
受

け
継

が

れ
、

両
家

間

で
そ

の
正
統

性

を
め

ぐ
る

対

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(13
)

立

も
早

く

か
ら

生
じ

た
。

一
条

経

嗣

・
兼

良

父
子

お
よ
び

二
条

持
基

・
持

通

父
子

ら
、
良

基

の
後

継
者

た

ち
の
公
事

説
を

検
討

す

べ
き
必

要

を
感

じ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(14
)

て

い
る
。
例

え
ば

三
条

西
実
隆

は

二
条
持

通

の
忠

実
な

公
事

弟
子

で
あ

り
、

除

目

に
限
ら
ず

、
良
基

の
説

が
後
世

の
有

職
学

に
与

え

た
影
響

も

か
な

り

大

き

い
の

で
あ

る
。

こ

の
点

を
今
後

の
課

題

と
し
、

長

き

に
わ
た

っ
た
蕪

雑

な

る
稿

を
閉

じ
た

い
。

注
(
1
)

(2
)

(3
)

54

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
。

二
巻
。

通
相
が
康
安
二
年

(
一
三
六
二
)
九
月

に
叙
位
の
次
第
先
例

を
編
纂
し
た
書
。

『後
愚
昧
記
』
応
安

四
年

(
一
三
七

一
)
五
月
十
七
日
条
、

お
よ
び

附
帯
文

書

「
応
安
三
年
同
四
年
内

大
臣
故
実
文
書
」
参
照
。

(上
)
注

2
、
伊
藤
氏
御
著
、

一
〇
八
頁
。
百
瀬
今
朝
雄
氏

「
二
条

良
基
書

状
-
世
阿
弥

の
少
年
期

を
語

る
ー
」

(立
正
史

学
六

四
 
昭

六
三

・
九
)
は

よ
り
具
体

的

に
、
「
公
家
社
会

に
於

い
て
悪
し

き
も

の
と
観
念

さ
れ

て

い
た

新
儀
を
案
出
実
行
し
て

い
っ
た
」
事
例
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

(上
)
注
7
吉
田
氏
論

放

の
調
査

に
よ

る
。

『思
ひ

の
ま
ま

の
日
記
』

に
、
良
基
自
身

の
事

と
し
て
、

(6
)

(7
)

(8
)

(9
)

(10
)

 

 
大
殿

も
建
久

・
元
弘

の
例

に
た
が
は
ず
、
三
度

の
再
任

し
て
世

の
さ

い

 

 
は
ひ
人
の
た
め
し

に
い
ひ
た
て
ら
る
。
宇
治

の
関
白

・
京

極

の
大
閤

に

 

 
も
た
ち
ま
さ
り
侍

ら
ん
か
し
。

と
語

ら
れ
て
い
る
。

広
本

系

『原
中
最
秘
抄
』
、
「揚
名
介

」
注
釈
記
事
中

の
、
行

阿
宛
貞
治

四
年

六
月
三
十
日
付
御
教
書
。
拙
稿

「
二
条

良
基
と
揚
名
介
-
除

目
の
秘
事
、

お

よ
び

『源
氏
物
語
』

の
難
義

と
し

て
ー

」

(三
田
國
文

二

二
 

平

七

・
六
)

参
照
。

康
永

二
年
四
月
十

一
日
付
、
良
基
自
筆

『金
剛
般
若
波
羅
密

経
』
奥
書

(興

福
寺
蔵
)
の
、
宿

願
十

ヶ
条
の

一
つ
。
引
用
は
大
日
本
史
料
六

ノ
八

に
よ
る
。

良
基

が
初
め

て
関
白

と
な

っ
た
貞
和
年

間
だ
け

で
も
、
次

の
よ
う
な
事
例
を

指
摘

す
る
事

が
出
来

る
。

 

・
天
皇
の
咳
病

に
よ
り
県
召
除

目
の
延
否
を
議
す
。
良
基

、
押
し

て
行
う

 

 
こ
と
を
決
す

(師

守
記
 
貞
和
三
年

三
月
二
十

七
日
条
)

 

・
四
天
王
寺
合
戦

の
直
後

の
故
、
踏

歌
節
会

へ
の
出
御

の
当
否

に
つ
き
諮

 

 
問

あ
り
。
良
基
、
兵
革

の
内

と
錐
も
、
諸
公
事
を
省
略

す

べ
か
ら
ざ

る

 

 
旨

を
主

張

(園

太
暦

 
貞
和
四
年
正
月
十

四
、
十

五
日
条
)

 

・
崇

光
天
皇
の
即
位
行
幸

日
が
往

亡
日

に
当
た
り
、
良
基

・
公
賢

に
勅
問

 

 
あ

り
。
公
賢
は
揮

る
べ
き
旨
を
申

す
も
、
良
基
、
往
亡

日

に
移
徒

の
例

 

 
あ
り
、
准
え
て
行
う

べ
し
と
答

え
る

(園
太
暦
 
貞
和

五
年
十

二
月
十

 

 
三
日
条

)

こ
の
よ
う
な
例
は
枚
挙

に
逞

が
な

い
が
、
良
基

の
外
祖
父

に
当
た
る
内
大
臣

西

園
寺

公
顕
は
、

四
十

四
歳

時
の
縣

召
除
目
執
筆
を
女
婿

の
関
白
道
平

に
扶

持

さ
れ
な
が
ら
勤
め

「関
白
例
高
声
毎

事
教
之
、
頗
見
苦

、
兼
日
無
所
学
歎

如

何
、
非
智

君
者

執
筆

不
可
叶
欺
」

(花
園
院

震
記

 
正
和

六
年

三
月

二
十

七
日
条

)
と
嘲

ら
れ
た
。

『実

隆
公
記
』
除
目
記

・
文
明
十
二
年

(
一
四

八
〇
)

三
月
二
十
九

日
条
、

執
筆
内
大
臣

大
炊
御

門
信
宗
が
円
座
に
着
す
る
時
に
裾
を
纏

る
作
法

に
つ
き
、

 

 
不
引
口
自
左
右
穆
之
、

是
三
条
家
説
云

々
、
今
度
内
府

実
父
入
道
左
府

 

 
悉
令

謁
諫
給
云

々
、
大

炊
御
門
両
三
代
除
目
執
筆
中

絶
、

一
向
今
度
被

 

 
受
左
禅
府

之
家

説
、
珍
重

々
々
、

一g一



(
11
)

(12
)

(13
)

(
14

)

と
、
父
実
量

か
ら
花
園
説
を
授

け
ら
れ
た
事
が
判
明
す
る
。
こ
の
作

法

に
つ

い
て
は

(上
)
第

二
節
参

照
。

(上
)
注

10
吉

田
氏
論
孜

が
紹
介
し
た
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『除
目
次
第
私

抄
』
第

一
冊
、
三
条

西
実

隆
識
語

に
よ
れ
ば
、
正
親
町

三
条
家

で
は
、
家
祖
公

氏
以
来
、
転

法
輪

三
条
家

の
除
目
説
を
受
け
た
が
、
実
躬

(
一
二
六
四
～

一

三

二
五
ー

)
が
初

め

て
西

園
寺

公
衡

に
師
事

し
、
実
隆

は

「爾
来
建
久
左

大

臣
殿
御
説
不
伝
之
、
錐
無
念
不
及
力
事
也
」

と
述

べ
て

い
る
。
三
条
西
家

は
、

実
隆

の
父
公

保
が

二
条
持

基
の
弟
子
と
な

っ
た

こ
と
で
、

こ
の
次
第
を
授

け

ら
れ
た
。

『荒
暦
』
応
永
十

三
年

(
一
四
〇
六
)
三
月
十

「
日
条
、
七
月
十
七
日
条
、

十
四
年
正
月
五
日
条
、

『建
内

記
』
文
安

四
年

(
一
四
四
七
)
正
月

二
日
条
。

経
嗣

は
、
『荒
暦

』
応
永

十

三
年

正
月

六
日
条

で
、
執
筆
内
大

臣
満
基

(良

基

の
孫
)

の
作
法

を
厳

し
く
批
判
し
た
。

そ
の

一
つ
を
掲
げ

る
。

 
 
膝
行
事

、
当
家
二
条
有

相
伝
之
秘
説
之
由
故
大
閤
被
称
之
、
随
而
予
受

 
 
彼
説
初
度
好
繭
f
京
官
除

目
執
筆
之
時
用
彼
儀
了
、
其
後
脚
病
無
術
、
進

 
 
退
不
合

期
之
間
如
常
膝

行
、
今
度
執
筆
作
法

又
如
恒
、
不
知
我
家
説
、

 
 
未

口
伝

之
段

不
能

左
右
、
不
便

々
々
、

経

嗣
自

身
も
永
和
元
年

(
=
二
七
五
)
十

二
月

に
京
官
除
目
執
筆
を
勤

め
た

際

に
、
実

父
良

基
か
ら
説
を
教
授

さ
れ
た
事
が
分

か
る
が
、

こ
の
膝
行
説

は
、

良
基

の

『雲

井
の
花
』

(貞

治
六
年
中
殿
御
会
記
)

に
於

け
る
、

 
 
関

白
は
建
保

の
例

に
よ
り

て
序
者

た
り
諸
錘

亀
位
次

に
任

せ
て
是

を
置

 
 

く
。

又
直
衣

ふ
み
く

》
み
膝
行
あ

り
。
故
太
閤
元
徳
中
殿
御
参

に
こ
の

 
 
作
法
侍

る
と
か
や
。

と

い
う
作
法

の
こ
と
で
あ

ろ
う
。

『実
隆

公
記
』
明
応
四
年

(
一
四
九
五
)
正
月
十
二
日
条
、

 
 
今

日
大
染
金
剛
院

第
三
回
忌
也
、
傍
精
進

、
念

論
、
遣
斎
料
近

所
道

場

 
 

了
、
公
事
門
弟
予
大
略
当
時

一
身

而
已
也

、
報
恩
之
志
不
浅
而
已
、

と
あ
る
。
持
通
と

の
公
事

に
関
す

る
問
答

も
、
文

明
十

八
年

(
一
四
八
六
)

六
月

二
十

四
B
、
延
徳

元
年

(
一
四
八
九
)
九
月
二
十
七
日
、
同
二
年
十

二

月
二
十
八
日
条
等

に
散
見

さ
れ
る
。

※

(上
)
補

訂
。

注

(8
)

に
、

『魚
魯

愚
紗
』
巻
第

一

「
批
糠

数

々
之
説

所
見

匪

一
 
、
而

 
先
公
庭
訓
、
内

・
校

・
大

・
進
、
是
円
光
院
弾
閤
所
命
欺
、
院
御

書
、
或
説
、

 
外
群
書

所
載
錐
選

遁
、
偏
守
師
説
、
父
子

二
代
之
間
数
十
度
用
此
説

了
」
を

追
加
。

※
本
文
中

に
引

用
し
た
主
な
記
録

の
底

本
は
次

の
如
く
で
あ
る
。

園
太
暦

・
師
守

記

・
実
隆
公
記

・
花
園
院
良
記
…
史
料
纂
集
。
後
愚
昧
記

・
実
冬
公
記

…

大

日
本
古
記
録
。
光
明
院
震
記

・
中
院

一
品
記
…
大
日
本
史
料
。
後
光
明
照
院
関
白

記

・

荒
暦
…
柳
原
家
記
録
。
薩
戒

記
…
東
山
御
文
庫
本

(史
料
編
纂
所
写
真
帳

〔六

「
七

三

・

一
四
八
〕

に
よ
る
)。
後

深
心
院
関
白
記
…
陽
明
叢
書

・
記
録
文
書
篇

(自
筆
本
影

印
)。

康
富
記

…
増
補
史

料
大
成
。
魚
魯

愚
紗
…
史
料
拾
遺
。

一g


